
高田遺跡の竪穴住居跡
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ところ 掛川市立大東図書館 1階生涯学習ホール



1 0年の発掘調査の歩み

掛川市は、静岡県下で最も遺跡の数が多いといわれ、現在 702遺跡

が知られています。平成 17年の合併からの 10年間で 42件の発掘調査

を実施してきました。

今回の展示会では、発掘調査から、特徴的な調査や事例をいくつか

紹介し、新たにわかってきた縄文時代から中世にかけての掛川の歴史

を見ていきたいと思います。

縄文時代

縄文時代の住居跡の発見

和田岡地区の吉岡原、高田原では、縄文時代草創期(約 13，000年前)
せんとうき

の尖頭器という槍先につける石器が発見され、早期(約 8，000年前)
おしがたもん

の押型文土器が高田遺跡で出土するなど、縄文時代の初めころから

人々が活動していたことがわかっています。 しかし、縄文時代の住居

跡の発見は少なく、当時のムラの詳しい様子はわかっていません。
たかだいせき

平成 18年度の高田遺跡第 17次発
よしおか いまさか

掘調査(吉岡)と平成 19年度の今坂

遺跡第 6次発掘調査(吉岡)では、

縄文時代の中期(約 5，000"'-' 4， 000 
たであなじゅうきょあと

年前)の竪穴住居跡が 1軒ずつ発見

されています。平面形は円形ないし

は楕円形で、中心付近には、石で囲

った炉があります。 高田遺跡の石囲い炉

縄文時代のムラは、住居が 3"'-'4軒、多くても 7"'-'8軒で構成され

る事が多いと考えられています。発見されたのは 1軒ですが、その近

くにも住居があり、ムラを形成していたことが考えられます。また、

住居は発見されなくても、土器などが発見されている例は多くありま

す。それらの情報をつないでみると、吉岡原、高田原での人々のムラ

の動きを知ることができるかもしれません。
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動物の顔を表した土器の飾り

平成 19年度の今坂遺跡第 6次

発掘調査(吉岡)では、縄文土器

の縁につけられた飾りが 2点出土

しました。これらは、動物の顔を

表していると考えられます。市内

で初めての発見で、県内でも出土

J 
胃咽園野

例が少ないものです。前面が、や 今坂遺跡の土器の飾り

やとがる 三角形の頭に、目や鼻を単純な穴で表現しています。モデル

は何の動物なのでしょうか。他の地方の縄文土器に見られる例から、

へピやカエルなどが元になっているのでしょうか。

狩猟採集から稲作への変化

逆)11の左岸に隣接している中西

遺跡・高畑遺跡(満水)の平成

20・21年度の発掘調査では、縄文

時代晩期(約 3，000"'-'2，500年前)

のムラの一端が明らかになりまし

た。

台地上に立地する高畑遺跡からは

竪穴住居跡 1軒と士坑 1基が発見さ

れました O 市内で晩期の住居跡が発
くりした やさか

見されているのは、栗下遺跡(八坂)

だけなので、貴重な発見となりまし

た。低地に立地する中西遺跡からは、

大量の縄文土器や石器が出土してお

り、調査地の周辺が土器などの捨て

高畑遺跡の竪穴住居跡

、Z ‘' 
場であったことが考えられます。 北九州地方と同じ形の壷

中西遺跡の調査で出土した土器の中には、晩期末(約 2，500年前)

に、すでに稲作を行っていた北九州地方で使われたものと同じ形の壷
せっけん

が 1点だけ含まれていました O また、土器とともに、石剣という縄文

時代特有の祭把具が出士しており、これを使った人々は、従来からの

狩猟採集による生活を送っていたことが考えられます。これらの出土
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品は、ここに住んでいた人々の生活

が、従来の狩猟採集を中心とする生

活から、新しく伝えられた稲作を中

心とする生活に変化していったこと

を物語るものかもしれません。

弥生時代

石剣

和田岡原で初。弥生時代中期のムラの発見
めだかいち

平成 23年度の女高 I遺跡第 15次発掘調査(吉岡)では、高田原の

東縁にあたる場所から、弥生時代中期(約 2，000年前)の竪穴住居跡
ほうけし、しゅうこうぼ、

5軒と方形周溝墓 4基が発見されました O 竪穴住居跡は、いずれも残

りが悪く、柱を立てる穴などは確認できませんでした O 方形周溝墓は、
どこう ほうむ

土墳(死者を葬った穴)の周囲に四角く溝をめぐらせた墓で、弥生時

代に盛んにつくられました O この調査

の方形周溝墓のうちの大型の 1基は、

溝の内側に土墳が 9基以上あり、ムラ

の有力者と家族や一族が順次同じ墓に

葬られたことが考えられます。また、

土墳の底の両端に細長い溝が掘られて
もっカ〉λノ

おり、組み合わせ式の木棺が使われた

ことがわかります。これまで市内では、 女高 I遺跡の竪穴住居跡
はらかわ

弥生時代中期の遺構は、原川遺跡(原)11 )で掘立柱建物の住居跡が発

見されていた以外は、墓の跡ばかりが発見されているような状況でし

た。弥生時代後期(約 1，800年前)から古墳時代前期(約 1，700年前)

にかけて、台地の縁辺部を中心に爆発的といっていいほど広範囲に展

開していった集落群の萌芽ともいえ

るムラの跡が確認できたことは大き

な成果でした。

火災にあった竪穴住居

発掘調査では、火災にあったと考

えられる竪穴住居跡が発見されるこ
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た るき

とがあります。柱や垂木などの建築材は、燃えて炭になったために今

日まで残されています。そして、それら炭になった建築材を、顕微鏡

で分析し木の種類を調べてみました。
よしおかばら

ここでは、平成 18年度の吉岡原遺跡第 7次発掘調査(吉岡)と女高
せどやまに

I遺跡第 11次発掘調査(高田)、平成 19年度の瀬戸山 E遺跡発掘調査
たかだうえのだん

(吉岡)、平成 21年度の高田上ノ段遺跡発掘調査(吉岡)で発見され

た弥生時代後期(約 1，800年前)から古墳時代前期(約 1，700年前)

の竪穴住居跡から出土した建築材の分析結果を紹介します。木の種類

は、針葉樹のヒノキ、マキ、広葉樹のクリ、カエデ、シイノキ、サカ

キ、クワ、サクラなどが確認されました O 竪穴住居を建築する材料と

して、堅さのある木、しなやかさのある木など、それぞれの木が持つ

特性を生かし、材料を選んでいたことが考えられます。

古墳時代

よしおかおおつかこふん

大型古墳、吉岡大塚古墳の調査
わだおかこふ ん ぐ ん

和田岡古墳群は、和田岡地区に点在

する 5世紀前後につくられた古墳群で
おさ しゅちょう

す。この地域を治めた首長の墓と考え
ぜんぽう こ うえんふん えんぶん

られる、大型の前方後円墳 4基と円墳

1基が国の史跡に指定されています。

そのうちのひとつである吉岡大塚古 上空から見た吉岡大塚古墳

墳(高田・吉岡)では、史跡整備のための発掘調査を 5か年(平成 19・

20・21・23・25年度)にわたり実施しています。調査の成果により、

約 1，550年前の古墳の姿がよみがえってきました。

吉岡大塚古墳は、全長 55mの前方後円墳です。普通の前方後円墳に
ほたて

比べ前方部が短く、その姿から帆立

貝形古墳と呼ばれる珍しい形の古墳で

す。墳E斜面には葺石が施されていま

す。後円部は二段築成で、段の聞は幅

1. 3mのテラスがめぐります。テラスに
えんとうはにわ

は円筒埴輪と朝顔形円筒埴輪が立て並

べられ、出土数が少ないですが、墳頂

部にも立てられていたと考えられます。

葺石の様子
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墳Eの周囲は、熱気球型の周溝がめぐっています。また、埋葬施設は

わかっていませんが、平成 21年度に、墳頂部で地中レーダー探査を行

ったところ、地表から1.5m下に埋葬施設とみられる反応があり、今

も地中深く眠っていると考えられます。

ど こう lま

土墳墓の発見

平成 19年度の今坂遺跡第 6次発掘

調査(吉岡)と平成 24年度の高田遺跡

第 35次発掘調査(吉岡)から土壌墓が

発見されています。土墳墓は、高い土

盛りを持たず、死者を葬る墓穴だけの

ものです。

これまで、土墳墓の被葬者は、高い

土盛りを持つ古墳より劣るという見方

がありました O ところが、今坂遺跡の
ふくそうひん

土墳墓の場合は、副葬品は鉄負Ij1点が

残されていただけですが、穴の大きさ

が長さ 4.7m、幅 2.4m、深さ O.9mで、

大型の古墳に負けないくらい大きなも

のです。和田岡古墳群の構成を考える

上で貴重な発見です。

今坂遺跡の大型土墳墓

高田遺跡の土墳墓

高田遺跡の場合は、規模は大きくありませんが、特徴的な鉄製品を

副葬した士墳墓が発見されています。鉄製品はヤジリや大刀や木をけ

ずるヤリガンナやキリなどの工具などとともに、ヘビがはうように曲

がった蛇行剣と祭記具とも考えられる鉄鐸が発見されました。蛇行剣

は全国的にも珍しく、鉄鐸は全国的(特

に西日本)には出土例が増えつつありま

すが、どちらも県内では 3例目の発見で

した。なお、鉄鐸は、鉄生産に関わる祭

杷具ともいわれます。また、出土した鉄

製品には工具も含まれることから、和田

岡の首長の元で、鉄製品の作成や木工に
たずさ おさ

携わっていた職人の長の墓である可能

性も考えられます。

5 

ュ・IIa ~I ¥ 

-・・・ー-

高田遺跡出土の鉄製品



古墳時代中期の祭肥

古墳時代中期(約 1，600年前)に

なると、和田岡原には大型古墳があ

らわれ、和田岡古墳群がつくられ始

めます。大きな古墳をつくるには、

それ相応の権力を持つための生産力

と、大勢の労働力も必要です。それ

には、いくつものムラの連合による

体制があった事が考えられます。 こ
高田遺跡出土の土師器

れまで多くの発掘調査が行われてきた和田岡原では、古墳時代前期ま

での集落はあちらこちらにあり、竪穴住居跡が重なるように発見され

ていることから、かなり多くの人々が生活していたことがわかります。

ところが、古墳時代中期になると、複数の住居で構成される集落の発

見がありません。ただし、中期の遺構や遺物がまったくないわけでは

なく、平成 18年度の高田遺跡 17次発掘調査(吉岡)で発見された竪
はじき たかっき だいづきがめ

穴住居跡からは、土師器の高杯、台付警などが一括で出土し、さらに、
つむ ぼうすいしゃ

糸を紡ぐ紡錘車の模造品が出土しています。 また、平成 26年度の
よしおかしたのだ ん かっせき まがたま

吉岡下ノ段遺跡第 11次発掘調査(吉岡)では、滑石製の小さな勾玉が

出土しています。 これらは、祭把に関係すると考えられる遺構、遺物

です。そのことから想像すると、和田

岡古墳群をつくった人々のムラは、和

田岡原の上ではなく原野谷川|沿いの低

地などに移り、その遺跡は、いまだ発

見されずに眠っているのかもしれませ

ん。古墳時代中期の和田岡原は大型古

墳を中心とした祭記の場となっていた

と考えられます。

吉岡下ノ段遺跡出土の勾玉
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奈良時代

古代のゴミ措て揚に注目
かけがわじよう あと かけがわこ じよう

平成 25年度の掛川城跡・掛川古城(掛川1) の中央消防署新設工事

に伴う発掘調査では、長径 3.7m、短径 2.6mの大きさの楕円形の穴が

発見されています。その穴からは、

奈良時代(約 1，300年前)の土器が

多く出土しました O 土師器の杯、番、
すえき へいへい

須恵器の郎、高杯、平瓶など様々な

種類が見られます。土器は、ほとん

どが割れた状態で、まとまりなく積

み重なり出土していることから、使

用済みの土器などを捨てるゴミ捨て

場であると考えられます。
古代のゴミ捨て場

この付近からは、平成 10'"'-'11年度の中央図書館新設工事に伴う発掘
な らさんさい

調査時に、貴重品である奈良時代の奈良三彩や平安時代(約 1，200年
りよく ゅうとうき

前)の緑紬陶器が出土し、平成 7年度の市立第一小学校のプール改築
すずり

工事に伴う発掘調査では、当時の役所などでしか使われない硯の足が

出土しています。そのことから、奈良時代から平安時代にかけて、役

所的な施設があったのではないかと考えられます。 さらに、古代の東
よこおえき

海道の横尾駅は掛川にあったといわれており、古代の東海道がこの付

近を通っていた可能性もあります。そのような状況であったため、古
ぼくしょど き

代のゴミ捨て穴から出土する土器に聖書土器や硯など特殊なものがな

いか、貴重な陶器はないか、注目して調べましたが、残念ながら含ま

れていませんでした。

平安時代

調査例が少ない平安時代の住居跡の発見

平成 23年度の原野谷川沿いの微高
はやし

地に立地している林遺跡第 2次発掘

調査(吉岡)では、平安時代初期と考

えられる竪穴住居跡 3軒が発見されて

います。古墳時代後期以降、高田原、

林遺跡の竪穴住居跡、



吉岡原における人々の活動の痕跡はほとんどなくなりますが、低地に

拠点を移し生活が続いていたことを物語っています。

中世〈鎌倉時代・室町時代・戦国時代〉

たかてんじんじようあと

高天神城跡の発掘調査
かみひじかたみねむかい

国史跡高天神城跡(上土方嶺向)は、
やまじろ

戦国時代の山城で、遠江を中心とした
はけん

東海地方において覇権を争った、今川

氏、武田氏、徳川氏が関わる城です。

東海道から海沿いまでにらみをきかせ
けわ

ることができ、険しい地形を利用して

築かれた守りやすく攻めにくい城であ

り、遠江を支配するために欠かせない
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的場曲輸の石敷遺構
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城でした。 ここでは、史跡整備のため

に実施された 3か年(平成 17・18・19

年度)の発掘調査を紹介します。
ほんまる

平成 17年度は、本丸西側の一段低く
まと ばくるわ

なった的場曲輪を調査し、城郭遺構と

しては珍しい石敷遺構が発見されまし

た。平成 15年度の本丸の発掘調査でも
ほったてばしらたてものあと

巴

、.
お圃置
付I寸圃圃

掘立柱建物跡の内側から石敷遺構が

発見されており 倉庫跡ではないかと
:.rdl 

L字に曲がる排水溝

考えられています。的場曲輪の石敷遺

構も倉庫跡と思われ、石敷は、重いものを置いたときに地面が沈むこ

とや湿気を防ぐための工夫と考えられます。平成 18年度には、本丸、

的場曲輪の周辺にある曲輪群を調査し、曲輪を結ぶ通路跡や防御のた

めの門や柵の跡と考えられる小穴などが発見されています。平成 19

年度には、本丸東側、 三の丸北側の帯曲輪を調査し、山城では珍しい

石組みの排水溝が発見されています。また、調査では、一般の集落か

らはあまり出土しない中国製の磁器の碗や皿などが発見されています。
ちゃかい えんかい

この城では、戦いに明け暮れていただけではなく、ときには茶会や宴会

に興ずることもあったのかもしれません。また、戦国武将の栄華の一

端もうかがえます。
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